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さいかい解明新書事業 :化石からみる太古の西海市
事業概要 。現状・反響

森 濯争品司 (西海市教育委員会)

西海市は、2005年 に 5つ の町が合併 して成立 した新 しい市である。市内には鍾乳洞や炭鉱

遺構があり、これ らについては地域資源 として調査・活用がなされてきた。一方、市内から産

出する動物化石についてはこれまでに十分な活用がされていなかった。さいかい解明新書事業

は、この動物化石を利用 し、西海市の振興に役立てることを目的とした事業である。

西九州地方は全国的にも化石の多産

する地域であり、西九州の各県には化

石の調査・保存を行 う施設がある。 し
か し長崎県には、このような施設が設

置されておらず、このような中で、西

海市は自治体 として長崎県では初めて

主体的に化石の調査を始めることと

なった。

本事業の・
P.l査対象 として、崎戸歴史

民俗資料館に収蔵 されていた脊椎動物

化石 (収蔵番号SM SKT 331、 図 1)を

選んだ。本標本は1980年 に当時中学生

の加藤敬史氏 (現倉敷芸術科学大学准

教授)が発見したもので、長崎県地学会により旧崎戸町役場に運ばれた (当 時のことをご記憶
の方には、是非お話を聞かせていただきたいと思 う)。 その後は特に調査 されることもなく、

ただ正体不明の化石 とされてきた。この標本の発見された層準は、七釜鍾乳洞の母岩である間

瀬層上部に対比できることから、鍾乳洞 との相乗効果による市のPRが 期待できる。また、加藤

准教授の話によると、この標本の正体は骨の密度が高いことからカイギュウである可能性があ

る。西太平洋域の漸新統からはカイギュウ化石の発見例はほとんどなく、本標本が実際にカイ

ギュウの化石であるならば古生物学上の意義 _́´
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2016年 の10月 から、本格的な設備を揃えた

上で、崎戸歴史民俗資料館 (図 2)の 1階で
本標本のクリーニング作業が開始された。ク

リーニング作業は一般公開されてお り、火曜

日から土曜 日の午前10時から午後 5時まで専

任の作業員によるクリーニング作業が行われ

ている。また、ロビーには西海市内で採集 さ

れた他の化石・岩石標本や、本標本の産状複

製模型が展示されている。

図¬ 調査対象の化石
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図2 崎戸歴史民俗資料館の位置



本事業については、長崎県情報誌『にこり』

第33号 や情報誌『 face Ohmura』 vol.156で

扱われた他、平成29年 1月 20日 及び 4月 9日

付の長崎新聞でも報道 されている。 さらに、

6月 には西海市立西海東小学校児童の見学

(図 3)も あ り、本事業の教育効果が現れて
きている。

西海市内には、この標本の他にも化石や岩

石の資源が多い。今後もこれ らの資源を地域

振興に役立てていきたいと考えている。 図3 西海市立西海東小学校児童の見学
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玄界島における福岡県西方沖地震災害復興の現状

山田好之助 篠永地建卸)

1 はじめに
平成28年 4月 に「平成28年熊本地震」が発生し,熊本市東部や益城町付近から南阿蘇地域において

甚大な被害を被った。九州では,12年前の平成17年 3月 に「福岡県西方沖地震Jが発生し,福岡市周

辺において人的被害・家屋被害および地盤被害が生じた。玄界島においては住居被害が他地域より激

甚で,集落は壊滅的な状況であつた。約 3年をかけて平成20年 3月 まで実施された集落復旧・復興事

業は,平成28年熊本地震による益城町中心部の壊滅的被害の復旧・復興の参考となるものと思われる。

2 福岡県西方沖地震の概要と被害の特徴
福岡県西方沖地震は,平成17年 3月 20日 午前10:53に発生 した。震央は,福岡県西方沖の北

緯33.7度 ,東経 130.3度 ,震源深 さは約 9 km,地震規模 (マ グニチュー ド)は M70,最 大震
度は 6弱 (福岡市,前原市,佐賀県みやき町)と 公表 されている (福 岡県,2005福 岡県西方沖
地震震災対応調査点検委員会報告書 )。

地震被害は,人的被害として死者 :1名・負傷者 :1205名 ,住居被害は全壊 :144棟 ,半壊356棟 ,

一部損壊 :9338棟であった (消防庁,2006福 岡県西方沖を震源 とする地震 (確定報 ))。 とくに
玄界島では,全壊家屋は107棟 と,全被害数の74%,島 内232世帯のうち214棟 に被害が及んだ。

(福岡市,2008玄界島震災復興記念誌 )

この玄界島における甚大な被害は,震源からの距離が約10bと 近かつたこと,地震の原因
となつた地震断層の最大すべ り領域 (ア スペ リティ)が 玄界島の北東約 1～ 2mと きわめて近
かったこと,お よび,左横ずれ断層で,玄界島が位置する断層南側地塊が変位 したこと等の地

震機構の特性を反映しているものと思われる。

玄界島は,全周約 4 km,直径約15価 の北西方向に伸びた楕円形をなし,海岸線から急傾

斜で標高218.3mの 遠見山にいたる円錐状をなし, 自亜紀の花同閃緑岩に新第二紀の玄武岩が

キャップロック状に分布 している。集落は島の南側斜面部に密集 し,宅地は円礫からなる石積

とマサ上で造成され,耐震性は極めて低いかつたことが被害を大きくした要因となった。

3 玄界島における復旧・復興事業の概要
一般に災害による被害は,宅地・住宅は自力再建が原貝Jであるが,玄界島においては,宅地

地盤を含む斜面全体が被災しており,個別の対応は不可能であつたことから,被災 した宅地・

住宅が密集 している地区の住環境改善および災害防止を図るための土地買収や建物除去を行

い,道路・公園整備や公営住宅建築および戸建て宅地造成をおこない,宅地を分譲するという

平常時の事業 (小規模住宅地区改良事業)が行われた。なお ,造成工事斜面の安全を図るために ,

災害復旧事業として地すべ り対策事業が行われている。

4 復興の現状
玄界島の人口は,被災前232世帯700人 で,現在は210世帯473人 ,小 中学生は48人から32人

と減少 し,基幹となる漁業も衰退が進んでいる。地域振興として島内外の交流のための漁業イ
ベント,歴史・景観散策路の整備等が行われているが,活性化は順調とはいえない現状である。
しかし,今調査のために,数度玄界島に渡航 したが,福岡市から航路約35分 と近いこともあり,

島内散策の観光客は予想以上に見受けられることが幸いであった。
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長崎県松浦市～佐賀県唐津市における野島層群の分布

一特に鍵層とその特徴一

ツ可 :野 i笙 [彗 (lnl河野技術調査)

九州北西部長崎県松浦市～佐賀県唐津市における海岸部は、古第二紀漸新世佐世保層群とし

て地質図に示されてきた。このため、唐津市肥前町から鳥の足跡化石が発見されたとき佐世保

層群として発表された。 しかし、この化石はすでに佐世保市の中新世野島層群から野島動物群

としてすでに産出していた。このことから、時代層序の再検討が必要となりこの地域の調査を

開始 した。結果として多くの断層と海を越えて対岸 との対比をするうえで鍵層 となる地層の確

定が困難を極めた。地層のずれが最大2000mを示 し、さらに同一の鍵層が繰 り返 し存在する

こと等から、古生物学的観点・年代計測 。層序学及び古環境から解決の方向性をもとめた。長

崎大学鎌田泰彦教授にその都度御指導検討賜 り、西南学院大学唐木田芳文教授及び東京大学大

学院犬塚則久先生には現地調査指導を賜 りました。

鍵層の特徴

この地域の層序を決定する鍵層を下位より、①基底礫岩層、②T-0層 、③ T-1層 、④ T
-2層 の 4層 を設定する。
① 基底礫岩層
野島層群基底礫岩 として京泊礫岩層 と対比 した。晴気凝灰岩層上位 30m、 層厚 3mの礫岩
層でありこの層を境として海成層から陸成層に変化 し不整合 と考える。

最大粒径 1011111、 走向傾斜    N20E  12N 層厚 3m
② T-0層
暗灰色凝灰岩層で層厚 3m、 火山灰の堆積層で最大 5 11ullの ピソライ トを含む。

駄竹海岸の港の西側にある。

③ T-1層
肥前町星賀海岸の安山岩質凝灰角礫岩。佐世保市小佐々町の小島崎凝灰角礫岩及び松浦市

御厨海岸の凝灰岩に対比。 FT年代 19M aを 計測、層厚 3m、 最大粒径 1511111の
ピソライ トを含む。この凝灰岩を基準として上下の地層を検討すれば最も連続性があり判読

しやすい。

④ T-2層
T-1層 の上位30mに ある層厚40～ 45cmの流理構造を持つ白色の凝灰岩である。下部に
熱変を受けた炭質頁岩が 3～ 5 cm認 められる。

この地域は、佐々川衝上断層の影響と九州電力玄海原子力発電所の下位の地層にワニの足跡

化石及び岩盤変状が存在することから注意が必要である。 4項 目の比較検討から地質図に示さ

れている漸新世佐世保層群でなく中新世野島層群が分布 している事を示している。

今後、この地域の地質図を現在の知見をもとに、専門家により改正される必要がある。
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転向力実験装置

阪 口 禾日則 伏村市)

低気圧の渦や海流などは地球の自転に伴 う転向力 (コ リオリの力)の影響を受けた現象であ

る。教室でこの現象をいかに見せるかに苦労することが多い。この慣性力である転向力を遠心

力と同じように直接確認できる実験法はないかと長年考え続けていた。そのうち検知器 として

振 り子が有効であることに気づき、振 り子の振れ角から転向力の大きさを測定しようと試みた

(長崎県高等学校教育研究会理科部会会誌 (1986))。

ここでは、30数年前に苦労した実験装置の改良と工夫 したことなどを紹介する。

① 回転円盤上でレールの上を振 り子を取 り付けた小型の電車を走らせる方法
円盤を回転させるとその遠心力と転向力で、脱線 したり振 り子を取 り付けた櫓と共に倒れた

りした。

② 回転円盤上に取 り付けた木枠のなかで振 り子を糸で引つ張って走らせる方法
木の枠は長さ60cm～ 100cm、 幅 5cIIl、 高さ25clllに した。振 り子の長さは15～ 20clll

振 り子を走らせるための小型モーターとそのスピー ド調整 と進行方向の切 り替え装置、カ

メラ (当 時はフィルムカメラ)を取 り付け、長いレリーズを使ってシャターを切った。回転

する円盤の上で走らせる振 り子の速度 と向きのコントロールと撮影の難 しさがあった。今で

は、リモコンとデジカメが使える。装置はもつと簡単で機能的につくることができると思わ

れる。ある意味でグロテスクな装置であつた。

測定結果は理論値の125倍 と大きい値 となった、その原因は振 り子が転向力によって中
心線を外れることによる遠心力の影響であることに気づき、それを補正することによつて理

論値の1.12倍まで縮小できた。 したがつて、この実験装置で観測される振 り子のフレの大き

さは転向力と遠心力の合力の大きさを示 していることになり、転向力そのものの大きさを表

していない。

その後、定性的な実験装置として使えないかと考え、次のような工夫をした。

① 振 り子の工夫
吊り下げ型の振 り子をメ トロノーム型に改良し、レールの上を滑らせることにした。 30

数年前の電車に取 り付けた吊り下げ型振 り子を使った場合より安定した動きがとれるように

なつた。

② 大きなロー ト使った渦の観察
回転円盤の上に大きなロー ト (直径20cmほ ど)を置き、水を抜きながら動きを観察する、
あるいはビーズ玉を転がして渦巻き状の動きを見る。

現職を離れて久しく、授業には使えないが、毎年 8月 に行われる「大村市の子ども科学館ま

つ り」などで小さな子どもたちに演示して楽しんでいる。

詳しくは本文 (1-3)ペ ージの 「振 り子を使つた転向力の検知」を見てください。
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